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小河久朗ヰ・町田益己糾: 牡鹿半島海藻雑記 II.ハネモ類 Hisao OCA W A and 

Masumi MACHIDA: Notes on some marine algae from the Oshika Peninsula 

II. Bryoρsis species 

牡悦三|三，I;:j)o'iJi!1は親lMI.県首相12大潟流の影響をうける

ため県海産，1区海産の'!ff}.獲が混生・ 繁茂している。 こ

れら'M荻のうち， 1援海産と考えられる総務の一つハ

ネモ属純物のハ ネモ βryoρωρlUlI/.osa(HUD.) C 

AGARDH， オノてナハネモ B.hyρnoidωLAMOU-

ROUX，オオハネモ β II/.axunaOKAMURAの3:f'ill 

が1975(， I~ ~ 1977年にかけての我々の捌査で木三Io.，(:jか

らみつかったのこれら 3 級についてその生育場所 ・ lI~j・

JlJlを報告する p

ハネモ，オバナハネモは毎年五1.季6-9月にかけて

塚浜， 小屋l収，新山浜，鮫，I;:j(Fig. 1)でみられるわ

これら 2種は共に潮間，Jiiの湖沼{り ，J告かげ等に生育し，

混生している。-J]，オオハネモは 11月から翌年3

月にかけて塚浜 (Fig.1)でみられ，上記2{1ftと同じ

ような場所に生育しているp

これまで惰IOj県血屋崎以:1ヒの太平洋沿岸からはオパ
ナハネモ，オオハネモは報告されていない。その迎由

として，とく にオオハネモはその繁茂JUJが当地方では

海藻係集が一般的でない冬季であるため，今まで見裕

されてきたのであろう o (*980仙台市虎通雨宮;111]'1-1 

東北大学法学部水産学科，料431-02I'rft岡県浜名msw
坂111]'ぅh、天山3550 静岡県水産試験場浜名i，111分場)
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Fig. 1. Map of the Oshika Peninsula. Num-

bers refer to coJJection sites as fol-

lows: 1. Tsukahama， 2. Koyatori， 

3. Niiyamahama， 4. Same-Jima. 
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